昭和 九 年 四月 一日の 午前 十 時 頃、 神奈川県 川 崎の 警 

察 著へ 新聞記者が 五六 人 集まって、 交通巡査から 夕刊 

記事 を 貰って いた。 

それ は 一 寸 聞いた ところ、 極めて 簡単 明瞭な 交通 事 

故であった。 

ではず 

その 早朝の 三時 頃、 京浜 国道 川 崎 市の 東の 出外れで 

こやす 

トラック 同志が 衝突した。 突き かけた 方 は 同県 下 子 安、 

掛田 農場の 一 噸積シ ボレ— の 使い古した 牛乳 車 で、 

衝突と 同時に 機械と 運転台 をメチ ヤメ チヤに した 上に、 

運転手の 蟹 口才 六 (三十 一 ) は 頭蓋骨 粉砕、 頸骨、 左 

ろっこつ ちちしぼり さるお 

肋骨 を 打 折り 即死、 助手 兼、 乳 搾 夫、 山 口 猿 夫 (十七) 



は 左 脚の 大腿部 を 骨折し 人事不省に 陥って いる。 又、 

突つ かけられた 方の 車 は、 深 川の 三徳 製材 会社 用、 新 

着の ビック 特製 二 噸半積 ダブル タイヤで、 横 浜 市外の 

しぶと べいまつ 

渋 戸 材木 倉庫から 米松 を 運搬すべく、 交通の 少ぃ 夜半 

に 同国 道 を 往復して いた もので、 損害と いって はへ ッ 

ド • ライトと 機械 を 打 壊し、 前部 右 車軸 を 押し 歪めて 

とわ かいち まつ ガラス 

運転 不能に 陥り、 運転手、 戸 若 市松 (二十 九) は 硝子 

の 破片に よる 前額部の 裂傷、 治療 一 週間 を 負うて 一 時 

失神、 同乗の 助手と 材木 仲仕の 二人が、 顔面 や 胸部に 

治療 二三 週間の 打撲傷 を 負うて、 同じく 一時 失神した 

だけであった。 



衝突の 原因 は 小型 シボレ ー の 牛乳 車が ヘッド • ラ 

イト を 消した のに 対して、 大型 ビックの 材木 トラック 

の 運転手 戸若巿 松が、 ヘッド. ライト を 消さなかった 

ため、 牛乳 車 の 運転手、 蟹 口が、 眼 を 眩 まされて ハ 

あやま 

ン ドル を 過ったら しい 事が、 その 朝に なって 意識 を 

回復した 同乗者、 材木 仲仕 某の 言に よって 判明した… 

…という だけで 新聞記者 は 皆 満足して 記事 を 作 上げて 

帰った …… が、 しかし 若い ロイド 眼鏡 を かけた 交通 巡 

査は、 記者た ちに そう 説明しながら も 何となく 腑に落 

ちない 点が あるよう に 思 つ た。 

交通規則の 中に、 夜間、 自動車 同志が スレ 違った 時 



に ヘッド. ライト を 消す ベ しと いう 箇条 は 別にない。 

ただ、 お 互い 同志が 眩しくて 危険な ために 消し 合う の 

がー つの 不文律、 兼、 仁義み たように なって いるので 

あるが、 しかし、 たとい 相手が ヘッド. ライト を 消さ 

なかった にしても コ ー スの 不安定な 自転車な らば ィザ 

知らず、 慣れた 運転手な らば 眩しい 方向に 吸い 寄せら 

ま 

れてブ ッッケ 合うよう なへ マ をす る 気遣い は 先ずない 

といっても いいので、 その 点に 就いて 川 崎 著の 交通 巡 

査は チヨ ッ とした 不審 を 起したら しい。 傷の 手当が 済 

んで 元気 を 恢復した 大型トラックの 運転手、 戸 若 市松 

を 巡査部長 室に 連れ込んで、 その 当時の 模様 を 今一度 



「 …… ナニ …… 殺される …… 」 

交通巡査 は ビック リ したよう に ロイド 眼鏡 を かけ 直 

し、 腕章 を 上の 方へ 押上げた。 

「フ ー ム。 妙な 事 を 云う のう。 ヘッド. ライト を 消 や 

せば 何故、 殺され るん か …… お前 ァ タマが どうかし と 

らせん か」 

戸 若 運転手 は 眼 を しばたた いた。 気の 弱い 男らしく 

泪をー パイに 溜める と、 机の 向 側の 端に 両手 を 突い 

て 頭 を 下げた。 

「ヘイ、 恐れ入ります。 私 は モウす つかり 前非 後悔 を 

してお ります。 何も彼も 白状 致します」 



戸 若 運転手 は 鹿 児 島の 生れで、 昭和 六 年に 同郷の 先 

輩 蟹 口 運転手 を 頼って 上京し、 一所に 東京 虎の 門の 千 

番 トラックに 勤めて いた。 蟹 口 は 好人物の 変り 者と い 

う 評判で あつたが、 兄貴 分 だけに 戸 若 を 色々 と 世話し 

て、 着物 や 金 を 与えた 事が 度々 であった。 だから 戸 若 

は 蟹 口 を 深く 恩に 着て いた。 

戸 若 は千番 トラックの ギヤ レジの 二階に 寝 泊り して 

いたが、 蟹 口 は、 淀 橋で 煙草 店 を 出して いる 妻女 ツル 

子 (二十 五) の処 から 通勤して いた。 その 妻女の ツル 

子と いうの は、 頑固な、 グロテスクな 額 をした 蟹 口と 



も 亭主に 運転手 稼業 を 止めさせまい とした。 

ツル子と 戸 若の 関係 は 切れて いないの であった。 結 

局 蟹 口が どうしても 農業に 転向す る ものと 見込 をつ け 

た 姦夫 姦婦 は、 蟹 口が 汗 を 絞った 貯金 二 千 余 円 を 捲 上 

げる計 劃 を 立てた。 

戸 若 は 一昨 昭和 七 年の 十二月の 初めの 或る 夕方、 日 

が 暮れる と 直ぐに、 蟹 口の 留守宅に 忍び入り、 ツル子 

を 細帯で 縛り上げ、 猿轡 を嚙 ました 上で、 二 千円の 貯 

金の 通帳と，. 印形 を 奪って 逃走した。 アトに はォモ 

チヤの ピストル を 一 梃 落して おいた。 

程なく 帰って来た 蟹 口 は、 この 体 を 見て 大いに 狼狽 



川 崎の 町 あかりの 中から 見 おぼえの ある 子 安 農場の 

トラックが 出て 来る の を 見た 時には、 思わず 緊張して 

鳥 打 帽を眉 深く 冠り 直した。 思い切って 全速力 を 出し 

た。 ヘッド. ライト を 消した まま 猛然と スピ ー ドをか 

けて 来る トラックの 横 を， J ちら はへ ッド • ライト を 消 

さない まま 一気に 駆け抜けよう としたが、 その 刹那に 

鬼の ような 形相に 変った 蟹 口 運転手が、 思い切り ハン 

ドル を 右に 廻して いる 姿が チラ リと 見えた と 思う 間 も 

なく、 轟然と 衝突して しまった。 こちらの トラックの 

方が 新しくて 頑固だった ので、 相手の ャヮな 車 を 引つ 

かけて 引ずり 倒した まま 一 一十 米突 ほど 前進して 停車し 



「ヘイ。 そうなんで …… 思い出しても ゾッ とします」 

「フ— ム。 しかし、 そいつ は 何とも わからん な。 イク 

ラ 怨みが 在る にしても、 そんな 無茶 を やる の は …… 」 

「イイ H …… 」 

戸 若 は 昂奮して 立 上った。 自分の 告白の 神聖 さ を 侮 

辱され たように 眼の 色 を 変えて、 口 を 尖んがらした。 

「 …… そ …… それに 違いな いんです。 …… でな けぁコ 

ンナ 事まで 白状し やしません。 ぶっかった トタンに 私 

は …… 俺が 悪 か つ た ッ …… と 怒鳴 つ た 位 だ つたんで す。 

ハタの 奴に は 聞こえなかった かも 知れません けど …… 

間違いありません」 



した。 …… しかし …… 蟹 口さん が この頃 スッ カリ 自棄 

になって いた 事 は 事実です。 自分の 子供の ように 可愛 

が つ ていた 野菜 や 植木に も 水 を 遣らな いで、 お 酒ば つ 

かり 飲んで いたんです。 短気で 喧嘩ば かりして いて、 

いつも 困って いたんです。 途中で 降りて 酒場で 一 杯 

引っかけて 来る と 一層 気が 荒くな つて、 運転が 乱暴に 

なつち やって トテモ 恐ろし かったんです。 …… この頃、 

X 締 リがズ ボラに なつたん で …… 御免なさい。 蟹 口 さ 

んが、 そう 云つ たんです から …… ゆるくな つたんで 礼 

儀 も 何も 知らない 土百姓み たいな 運転手が、 京浜 国道 

をノサ バリ やが つ て 仕様が ねえ。 こちらで チャンと 



ヘッド. ライト を 消して やつ て も 挨拶 も 何もし おえで 

通り抜ける 奴が 多 いんだ。 XX の 奴等 あ …… 御免な さ 

ベ つ びん 

い …… そう 云つ たんです から …… 別嬪の 乗って いる ェ 

口 • ハイ ャ ばか リ X X X X X X トラック なんか 見向き 

もしね えから コンナ 事に な るんだ。 今に 見て ろ。 挨拶 

しねえ 車に 真正面から ブッ 付けて くれる から …… つて 

云 うんです。 僕、 恐ろし かったんです けど、 まさかに、 

そんな 無茶な 事 をし やしめ えと 思 つ てたら 今夜 は 特別 

に 酔 払って いたんでしょう。 ホン トウに 遣っつけたん 

です。 クソッ タレ …… つて 云う うちに ハンドル を 曲げ 

ちゃつ たんです …… 。 
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